
5) シェルター・センス



（地球が隠え、穴地が揺れる時）

シェルター・センス誌は、今回、数多くの動物の命に責任を持つ我々にとって、常に

重要な問題となっている分野、災害に対する備えと対応を特集している。以下の記事は、

こうした問題に取り組んできた人々の実践的経験から得られた豊富な情報である。私の机

の上にそうした記事が押し寄せてきた時例えて言うなら、私自身の思い出もまた、まさ

に洪水の様にあふれてきたのであった。

1989年10月、私が何ヵ月にもわたる困難を乗り越えて建設にこきつけたサンフランシス

コのシェルターは、当時、オープノしてからわずか五ヵ月しかたっていなかった。そこは

最先端の施設で、スタッフはよく訓練され、非常にレペルの高い活動を行なっていた。

私と妻は多少心を残しながら美しい南西部にむけて休暇に旅立ったのであるが、飛行機

をおリてほんの数時間後、その休I目はニュース速報で中断された。我が町、我が家が大地

震で崩壊したのである。

これほどの大災害の際、離れた土地で自分の人生が変わっていくのを知ること、 しかも

自分の手に負えなくなるばかりか、その形まで変わってしまうのを見ることはとても耐え

がたい。ニュースを見て，誰かに直話をかけようと1可とか試みたが、躍話線が限られてい

てつながらず、そんな時目に浮かんだのは、火の付いた家に閉じ込められたわが家の犬や

猫達，壊れた建物の中にいる負傷した友人達、がれきと化したシェルターの姿だった。

私達は中でも恵まれていた。友人、家族、動物の被った被害［よ、恐怖を経験し、不自由

な思いをしただけで施設もうまく難を逃れた。壁に数本の亀裂が入り、緊急用発電機(/)

容呈を上げる必要1生のあることが分かった程度で済んだのだ（通信室と立ち入り冷蔵室

は、両方とも霊，原が確保されるよう必ず確認すること。）。スタッフは、まさに英雄だっ

た。壊れた建物の下から動物を救出し、被災した動物をその後1可日も何週間も手当てを続

げ苦痛を和らげ読Itたのである。

1991年10月、自宅で過ごしていた穏やかな週末は一連の重話で坊げられた。それは、

地方動物愛護団体と動物保護管珪機関の非公式ではあるが強力なネットワークを起動させ

る置話だった。 9弯のT度反対側のオークラントの町を敗り囲む丘が燃えて、全く手のつけ

られない状態になっていた。まず私は、中央司令部に連絡をとり、私の管轄外となるその

地域への対応と追加の救援隊を結成する為に必要な時間外勤務を行なう許可を取った。

その後、連絡先リストに藪っているその他の機閲に霊話をかけた。

今日に至るまで、依然として我が国史上最悪の一つとされるその災害現場に飼けて、近

隣の地域から車やトラック、パンなどで公務員遵が易911つけた。翌日私は、市誓察の護衛

で現場に到着したが、それはあたかも別の惑星に足を踏み入れた様であった。家や車lま、

ねじ曲がり、変形し、黒い金属と化していた。かつて友と歩いた山腹は今や丸焼けとな
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り、数多くいた鳥たちは一羽もいなくなっていた。それでも時として、そのままに残って

いるものに出会うこともある。三輪車、焼けずに残った家の塗り立ての壁バーベキュー

グリル等である。その後数週問行われた捜索の結果、鼈くほどの数の勤物が生きているこ

とが分かった。初期対応に参加したシェルターのスタッフの多くば素晴らしく献身的な

ホランティアと共にその後も捜索を続けた。

地球が燃え、大地が揺れ、この世が終わるのではないかと感じる時がある。そうした

時にも、皆さんは自分の仕事を続けることが求められる。この後の記事が皆さんの参考に

なればと思う。

ケニス・ ホワイト

米国災害救助協会 (HSUS)副会長

コンパニオンアニマルズ＆フィールドサービス

（；主： H S u s =The Humane society of the Un1ted States) 
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（叢悪1こ眉えて一動翡愛護団体の防災it画ガイド）
ロンダ，ル ー カ ス ， ド ナ ル ド

アンドリュー台風 1993年の中西部大洪水、カリフォルニア大地震ジョージア州とテ

キサス州にまたがる大水害、山火事、施設に近接した高速道路における化学薬品の流出、

地域に誓告を発する汚染水c 戻見棧の大小にかかわらす、こうしたことはすべて災害であ

り、あるいは少なくとも緊急事態である。規模の大小にかかわらず｀こうした緊急事態

は、いつでも地域に生息する動物たちに対して脅威を与えるという結果を引き起こす。規

模の大小にかかわらず、動物愛護団体に援助の要請があるだろう。そのため、奉仕対象の

動物および人間のニーズに応えられるよう準備をしておかなくてはならない。

防災計画と言っても、人間の本質から誰しも「自分の身には起こらない」という意識を

心に抱きがちである。ポイントは、災害が間違いなく発生するということであり、またど

こにでも発生するということだ。例えば、この国のほとんどの州が断磨の上またはその近

辺にある。先頃のカリフォルニア大地嚢の惨劇を二度と経験することはないかもしれない

が、その反面自分の町を通る高速道路で有害な化学物質を積穀した大型トレーラーがまっ

ぷたつに折れ曲がるかもしれないのである。

確かに、集中的な被害が発生し、結果的に最も世間の注目を集めるのは中西部の洪水や

アンドリュー台風などの災害である。廿SUS南東支部局長のローラ・ビーパン氏は、アンド

リュー台風の後に次のような報告書を作成した。 「混乱の中で死んでいった動物ば膨大

な数に昇る。時速135キロの突風で建物は1到壊｀馬lれ馬小屋から逃げ出し、犬や猫は恐怖

の余り家を飛び出した。また霊長類、大ヘピのポア・コンストリクター、鳥類など多くの

外来動物（エキゾティック・アニマル）が動物園やl直入拠点、個人収集家の飼育施設から

逃げ出した．」

ピーバン氏ぱ大規模な災宮救助活動に数多く参加してきたが、一方で比較的小規模の緊

急事態がもたらす悲しみもごの上なくよく知っている。ピーパン氏はドライヤーが発火し

た後シェルターがどのように全焼したかを思い出す．この火事で動物70匹が死亡、さらに

多くの動物がケガをしたのであった．

こ'.)([J要素をもった朝災プうンr

大きな災害は注目されるが、いつ、どこにでも発生する可能性が高いのは小短模な緊急
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事態の方である。どちらの場合にも対応できるよう準備を整えるため、シェルターの包括

的防災プランに二つの要素を盛り込んでおかなければならない。一つは、緊急時の防災用

具や慌品、連絡先および電話番号をいつでも手元に置いておき、明日1こでも発生するかも

しれないシェルター内部の緊急時に｛繭えること。もう一つは、自分の住む地域社会全体に

影響を及ぽす大規漠災害が発生した場合のために、動物の救助や人々の援助など付加的条

項を含めたグローパルな計画を立てておくことである。

防災プランは一連の指示や連絡先を書いただけの書類ではない。シェルターにとって(/)

防災対策は、協力体制や事前の準備、スタッフのブレーンストーミング、生活用品や備品

の調達、ボランティアの募築とその訓練、避難準偏、他団体とのコミュニケーションと

ネットワークづくり、一般市民の教育・管理などを必要とする一連の行動の拮果なのであ

る。シェルターが火事になった際に自分のとる行動と、居住地域内で9共水が発生した場合

にとる行動とは異なるであろうが、防災計画は、自分の団体がどちらの場面でも活動でき

るよう詳細かつ寛容な内容を持っていなければならない。

第一段暑： it目立案

防災プランを系統立ててit画する際、答えに窮する最大の質問はおそらく「どこから手

をつけるか？」というものであろう。緊急時または災害発生時の対策を計画する上で最初

にやらなければならないことは、スタッフ全員を招集してプレーンストーミングをする

ことだとHSUS調査官のエリック・サカチ氏は述ぺている。サカチ氏は地震から山火票まで

広範な災害に関わってきたペテランである。 「フレーンストーミングは、普段の仕事ぷり

からはわからないような各スタッフの持つ能力を見極める上でかなり有効な方法である」

と彼は言う。 「例えば、ボーイスカウトやガールスカウトに加入している人もおり、その

ような人たちは、あらゆるサバイバルの技術を熟知しているだろう。」

防災計画についてプレーンストーミングする際、発生しそうな出来事のシナリオを想定

してその解決策をスタッフみんなで考えることをサカチ氏は勧めている。 「例えば自分

の方向に火の手が勢いよく迫ってきたらどうするか？ スタッフの安全を最大の関心事と•

する一方で、動物たちをどうやって避難させるか？」。サカチ氏は「ダイナミックに考え

れば、どんなことでも解決できるだろう」と言っている。

「最悪のシナリオを想定すること」とアドバイスするのは、ロサンゼルス郡動物保護

管理局（所在地は11258S.GadieldAYO.. Do,oey, CA90242)の局長補佐であるポプ・

パレンジャー氏である。 「一週間いかなる形でも助けを受けないというふうに振る雰う

こと。完全に一人つきりになって外の世界と1霞絶されること。どんな種類であれ、自分の
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ところにいる動物にも新しくやってくる動物にも餌を与えなければならないこと。また、

家に帰れすそごに留まるしかない人々の世話もしなければならないことである。」

サカチ氏は、ブレーンストーミングのポールローりンクを得るため一連の質問を投げか

ける。

・停電に備えて発躍機を持っているか？ その発電機が作動するに必要な燃料が充分に

あるか？

•水道水が汚染された場合に備えて代わりの給水策があるか？

・人間に対する応急措置や心肺機能回復蘇生法だけではなく、動物に対する応急手当もで

きるよう訓練をつんだスタッフやポランティアがいるか？

•動物の引き綱、首輪、馬具、オリや鳥かごなど、あらゆる動物を迅速かつ効果的に移動

させるに必要な逍具が充分にあるか？

・危機に瀕している際、野生の動物を扱う手たてがあるか？ （6ページのコラムを参照）

•他の団体と援助に関する取り決めを結んでいるか？

・任命され．共通性のある義務と責任のある指揮系統が確立しているか？

・通信のための=；也式携帯用ラジオと緊急用発置機につなげられる充霞器具があるか？

さらに「些細なこともおろそかにしてはいけない」とピーバン氏はつけ加える。 「ちょ

っと小さなことを考えてみること。普通は考えないような些細なこと．例えば、ごみ袋や

はさみの有無が緊急時には大問題になる。」と言う（様々な種類の緊急時に慌えて手元に

用意すべきもののチェックリストについては、 12ページを参照のこと）。

回復を妨げるのば多くの場合、こうした「些細な」ことである。 「危機に瀕した際、

時として反射的に行動しなければならない。」と言うのはシール・ロストスキー氏で、同

氏は米国赤十字社の災害奉仕局に所属し、政府および民閻団体と提携している。 「しか

し、適切なプランがあれば、貴重な時間をその解決に当てなくてもよい。例えば、動物用

の水と食料をあらかじめ確保しておけば、心配すべき事項が一つ減ったことになる。」

これは特に小規模な災害の場合や、シェルター設価それ自体にのみ影響を及ぼすような

ものの場合に非常に重要となる。シール氏は紐ける。 「大災害が起こり、親繁に報道がな

されていれば、もっと多くの物資が手に入れられるだろう。なぜならばほとんどの人が

それを見て知っているからだ。全国版のニュースにならないような小規模な災害の場合［ま

必ずしもそうではない。だからこそプランニング、物資の熟知、何事も起こらない前に

適切な取り決めをしておくことが非常に重要なのだ。」

計画立案に際して心に留めておくべきもう一つのことは、その言十画が一般的であり、

かつ、柔軟性を有する必要があるということだ。 「ある特定の災害に関する対策を立てる

ことは不可能」とバレンジャー氏は言う。 「できることは、ただ準傭を整えておくこと。

柔軟性を持ち、創造性を持ち新しいものをと ，J入れる心を持つ必要がある。 J
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～人だけで [ii＼んばれなし1

防災計画立案にはジェルター職員だけではなく、外部の団体の協力も同様に必要であ

る。小規模災害と大規模災害の双方を包含する完璧なプランを開発するためには、合衆国

政府および地方自治体の諏員と作業して、動物教護も地域社会における防災対策の一環

であることを確認させ、一般市民には動物が個人の防災計画に含まれていることを確訪

させる。

サカチ氏は，通常、公共の動物愛護管理団体と民間の動物愛護組綿は異なるということ

を強駒する。 「役所の動物管理局は、一般的に言って、政府機関のマトリックスに含まれ

ておリ，責任が明確である。したがって、動物管理局は、災害時に動物団体をリードする

ことになる」とサカチ氏は言う。動物管理契約を結ぶ民間の動物愛護団体は、特定の管轄

権内でリーダー的なものになりうるが、そうだとすれば、組線の責任の条件は、契約の中

で明確に定義されるべきである。契約を蓋吉んでいない民間の動物愛護団体でもシェルタ

ー施設があるかどうかにかかわらず、一般的にはリーダー的な動物愛護団体と協力関係を

結ぶ取り決めによって、災害時には援助に参加する。

もっとも、他の組織と協力関係を結ぶことは自動的にできるわけではない。 HSUSが災害

時に米国赤十字社と協力して活動する取り決めを結んでいるように、地域の動物愛護団体

も同様の関係を締結する必要がある。その相手は米国赤十字社の地域支部であったり、

緊急時の奉仕活動に従事する地域団体であってもよい。

「ネットワーク作りの璽要1生は、強調してもしすぎることはない。」とHSUS災害敦助の

プログラム・コーディネーターであるスティーブ・ディックスタイン氏は言う。 「政府職

員と一般市民に対して、あらゆる緊急準備還動、すなわちシェルター、地域社会そして個

人の言十画に動物保護計画の要素を含めさせることが非常に重要である。そして災害そのも

のを克服するために必須なのは協力である。」

多くの地域には緊急時奉仕事務局 (OESJまたは緊急管理計画というものがあり、ここ

が起点となっている。 「地域の緊急時奉仕事務局職員と早急に会い、既存の計画全体と指

揮系統を知ることが必要てある。地元の緊急時奉仕事務局職員と協議して、自分の団体の

提出した計画が、受け入れられたフォーマットに適合するようにすることである。」と

サカチ氏は言う。

クループの中には、緊急時職員が計酉の中に動物をまったく含めていなかったことを知

るものもあるだろうし、動物愛護管理同体に不合理な方法で参加することを要求している

計画もあるだろう。例えば地元の地方自治体が作った計画では郡内にある車両すべて

を公共事業局の管理下に置くことを要求しているが｀自分たちの団体で所有する動物統制

のための車両が郡内の車両である場合、その全車両を動物救助のために使えるようにする
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ために計画を修正しなければならない。

「OESは一つのステップである。」とマリン動物愛護協会（所在地は171Bel Macie 

KeysBl,dり Novato, CA 94949）の隊長であり、野外サービス監督であるシンディ・マチ

ャド氏は言う。 「しかし、防災計画に関与している団体は非常に多く、それらを見過ごす

ことはできない。」 （自分たちの団体とネットワークを結ぷ必要のあるそれ以外の組織の

リストについては、 11~12ページを参照のこと）

災害によって動物がケガをすることは確実であるため．特にネットワークを結ばなけれ

ばならないグループの一つに獣医師のグループがある。助けを求めている慟籾を直接的に

援助することに加えて、避難する必要が生じた場合に、獣医師は病気のまん延を防止する

仮設住宅建設についてアドバイスをすることができる。また、獣医師は、災害に関連して

特に発生する医療上の関L,事例えば共水時に発生した9文やサシバエによる危険性に注意

を向けることができる。

「事前の協力が必要Jと述べるのは、防災計画に関する<SUSのコンサルタントで、獣医

師のホピー・ママト氏だ。 「一番最初からトレーニンクとプランニングに獣医師を参加さ

せること。」また、どの獣医師が何を専門とするかについて、例えば大型勤物の獣医学と

いったリストをいつでも見られるようにしておき専門家の意見が必要となる場合に漏え

ておくことである。

相互履蘭り椴り沢め

軋苅医師やOESなどのグループと協力することに加えて、シェルターの多くは、近隣の

団体と正式な相互援助を約束したリ、同じ目的を達成するために非公式の提携を結んだり

する。もっと小規模で非営利目的の動物愛護団体［ま、地元でトップに位置している動物団

体と公式な災害防止対応に関する取り決めを頼繁1こ締結している。

取り決め成立に際しては、設備やスタッフ、その地域で得られる専門知識などを査定す

るごとが重要である。例えば、主として犬や描を扱う都市近郊の動物愛護団体が、繋急時

に突然牧場の家薔を受け入れることになったら、そのスタッフは動物たちの住む場所や配

置について近くの農村部の団体に援助を求めることができなければならない。

エル・ドラド郡動物管理局（所在地は2301Gool Water Creek Rd・, Placerville, GA 

95667)は、設備の比較および災害時に用いる特殊用語を確立するため、近隣の団体と非

公式に会合を持った。 「森林事務局管内で大規模な火災が発生した場合、特殊な消火チー

ムの出動を要請するだろうし、その消防署員は全員I可が必要かわかるだろう。すなわち、

プルドーサーやヘリコプターニ機などである。」とエル・ドラド郡動物管理局の部長で
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あるパット・クレアパウト氏ぱ言う。 「用語を提供したのは当方の団体であるから、その

意味は知っている。 『動物統制用車両を送って欲しい』と言った場合、これは高性能のト

ラックで多くのコンパートメントに分かれている車を意味する。他の団体にとっては同じ

言葉が、後ろにエアライン・ケンネルの羞いた屋根無しの小型トラックを意味する場合も

あろう。援助を求めているなら、その求めているものを特定しなければならない。」、

「隣接する郡と情報を交換し、たとえ一年に一度でもいいから会合を持つべきである。」

とクレアパウト氏は言う。 「こうしてプランニングすることにより、小さなことに対する

救済の見込みを与えてくれる。例え大規模かつ悲惨なケースであって、膨大な数のウサギ

を収容する必要が生じても、足りないオリをどこで借りられるかすでにわかっているのだ

から。」

訓練り行き届いた要員たち

昂悪のケースのシナリオでは、外部からの援助が遮断されることもあるだろう。したが

って，自らのスタッフを訓練しておくことが計画全体の中で非常に璽要な部分となる。

HSUSなどのグループが防災トレーニングコースを提供しているのに加えて、 「災害時に他

の団休にポランティアとして参加することにより、シェルターも緊急時の処理方法を学ぶ

ことができる。人々がポランティアや援助活動にもっと姐9繁に参加すれば、自分自身も

もっと効果的な災害対策ができるだろう。」とクレアバウト氏は述べている。

ポランティアが災害衷娃助の訓練を受けるよう取り酎らうこともまた大切である。どんな

災害の場合でも、援助を求める動物愛護国1本に善意の人々がやってくるだろう。厄介なの

ばそうした人々が選別されておらず訓練も受けていない場合に、問題をさらに悪化させ

るだけだということである。ポランティアをうまく使う秘訣は、そうした人たちを裏前に

訓練しておくことである。 「時間的余裕を持ってボランティアを組織しておくごと」を

クレアバウト氏は勧めている。 「経験のあるポランティアが一人か二人でもいれば、その

人たちを使って他のポランティアに数えることが可能だ。そのポランティアが自分の組緯

とポリシーを知っているという信頼感をもつことができるため、災害が発生した場合、

彼らにたった今玄関先に現れた新しいボランティ了の統制をまかせることができる。」

勤物愛護団体が、訓練を受けたポランティアを探している場合、地域レペルで関与する

ことが役に立つ。例えば、クレアパウト氏lょ、地域の防災計画セミナーに参加したことに

よってポランティアをたくさん見つけることができた。セミナー参加者の多くが動物の救

援に興味を持っていたため、自分たちのグループが求めている理想的なポランティアだと

いうことがわかったのである。ポランティアグループは，訓練または地域的救援活動計画
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の手助けをするため、一ヶ月に一度会合を持つ（オハイオ州にある同様のグループについ

ては7ページのコラムを参照のごと）。

災害救助活動の経験がないポランティアでも｀仕事をどっさリ背負ったジェルターには

手伝うことがたくさんある。 「集合場所に集まったポランティアに、自分たちが役に立っ

ていると感じられるような仕事で胡単なものを与えることJとマチャド氏は言うe 「オリ

の掃除や段ボール箱の運搬、食料保管場所を取り仕切ったり、犬の散歩をさせたリする

こともできる。ポランティアは毎日の仕事がスムーズに運ぷように，隙間を埋めるような

仕事ができる。例えは、ごみを集めたり、事務スペースを残骸で占領されないよう注意し

たり、人々の罰和を図ったりすることである。」

外部からの援助を受ける場合，敦助活動の統制を維持するよう注意しなければならな

い。みんなは善意の人であるものの、外部の動物福祉団体やボランティアグループの中に

は、実際に協力どころか混乱を招いているものさえある。もっとひどいのは、災害教助に

参加している人々の中に、動物を助けるどころかパンチャー（調査のために用いる動物を

手当たリ次第にいろいろなところから手に入れる人）のように的物を食い物にしている人

がいることである。 「中西部大9共水の際、バンチャーが入ってきているというニュースが

報じられた。」と言うのはマジソン郡動物愛護協会 (153Arlington Or, Granite City, 

IL62040}のシェリー・ハーバー氏。 「動物に接近しようとしている時、バンチャーは

動物変護団体を装っていたと報じられている。］

すみかを央った動物用シェルタ一切設立

地元の他の組織や獣医師、訓練を受けたスタッフ、役に立つポランティアと協力の取り

決めを結ぷことは、通常、大規模災害において最も気力をそがれる任務をシェルターが遂

行できるよう手助けをするためにすぺて必要である。それは避難先のシェルターから動物

を移動させたり、他の場所に仮設シェルターを作ったりすることである。

事前の計画および訓練がなかったら、動物を施設から遅難させることは悪夢である．

シェルターは、すべて代替となる適切な施設を探しておくとともに、必要なオリやフェン

スを確保し、避難が必要となった場合に動物を移動させるために、十分な時間的余裕をも

って取り決めを結んでおく必要がある。

緊急事態が発生する前に予備の土地を確保しておくことは、米国赤十字社がくり返しカ

説してきた数訓である。 「赤十字が（人間用）シェルターを空［ナておく必要がある場合、

適切な取り決めを事前に結んでおかなければならない。」とロストスキー氏は説明する。

「そして夜中の二時にドアを開げるのであれば、名前と霊話番号を聞いておかなければな
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らない。 J

いくつかの災害のケースでは、動物病院であろうと、家畜小屋であろうと、当座しのぎ

のすみかであろうと、仮設シェルターを建設することは、現在の施設が機能し統けている

時でも必要となる。シェルターは災害で迷子になったペットで溢れるだけでなく、避難し

ようとしている飼い主にとって臨時にペットを預かってくれるところが他にないため、そ

のペットの面19Ifを見て欲しいと1頁んでくることが頻繁にあるからだ。

一般的な原則として、公衆衛生および安全の面からという理由で米国赤十字社と救世軍

のジェルターは、動物を受け付けていない。しかし、こうした機関はペットのオーナーに

紹介状を度して、仮設シェルターに入れさせてあげるという方法で手助けすることもでき

るだろう。こうした理由から、米国赤十字社などの救済機関と連絡を取り合って、自分の

団体の動物用シェルター施設の場所や、ペットのオーナーがそれを見つける方法をごのよ

うな機関に通知しておくというのは良いアイディアである。

「人間と動物が一緒にいられるよう、人間用シェルターのそはに動物用シェルターを作

ることを考えてみよう」とマチャド氏は言う。 「こうすれは、動物の飼い主を使って自分

のベットのためにlliかせることができる。自分の大は自分で散歩させること。こうすれば

スタッフがオリを描除するチャンスが持てるようになる。」

危険の中をやって来た動物を里親として育てるよりは、仮設シェルターの方が好ましい

が、里親『なるOJIゴ最後の手段として必要になる時があるかも知れない・シェルターは

動物を外へ出す前にすべての里辛月の家庭を徹底的に審査しなければならないため、シェI/

ターは計画の一部として以前審査した里親家庭のリストを手元に残しておくべきである。

団体の中には里親をまったく認めないところもあるが、それにはきちんとした理白が

あってのことだ。 「危険な状況では、動物の里親になることは得策でない。」とパレン

ジャー氏は言う・ 「あまりに無秩序であリ加えて動物を探すために常時人が出入りする

という状況になる。どこかでペットの里親を始めれば、動物を見つけるためにいたるとこ

ろに人を送ることになる。人を分散させるのではなくて人材を集めておくことが必要な

のだ。」

シェルターの動物たちを里親に預けたり、仮設シェルターに移した後に生ずる混乱によ

って、ごうした動物たちの記録をつけることが困難になる。緊急時にはすべてを簡素化

する必要があると言うのはパレンジャー氏だが、それには各組織のつける記録も含まれて

いる。 「ポラロイドカメラでペットと飼い主の写真を一緒に撮り、運転免許証ナンバーな

どの必須の情親を書き込めは、これで記録となる。」とバレンジャー氏は言っている。

「私たちは、通常オリに下げる札を使っている。しかし普通ある物が次第になくなリ、紙

とエンピツの時代に戻るのである。」

動物愛護団体はまた、勤物が動物園などの施設から逃け出したい避難したリするよう

な場合にも備えておかなければならない。 「近隣地域内に動物園やサファリバークがある
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場合、そこの責任者と会って緊急時における圏側の言十画について話し合うよう取り9十ら

い、また、現在いる動物のリストのコピーをもらうこと。」とサカチ氏は言う。 「例え

ば、自分のACOが動物が放し飼いの状態になっているような区域に入ってしまうといけ

ないため、自分の団体の計画とかみ合っている緊急時対策プランができているかどうかを

確かめることである。」

「また、知り合いのブリーター、ペットショップ、動物ホテル、個人のシェルター、

獣医診療所、野生動物・外来動物の許可旺保持者、厩舎、函産施設のリストを作成するこ

と」とサカチ氏は言う。このリストには連絡先の名称と所在地、自宅と勤務先の電話番号

を記載しておかなけれはならない。

緊急時においては、動物に対するニーズというものは、動物園やプリーダー、同じ区域

で多数の動物に場所を提供している人々や組織との間における哲学的な考え方の相違に

優先するものでなければならない。 「こうした人たちと哲学的見地について議論すること

は構わないが、いつでも災害に対する準備および対応に関連して話しをすること」とビー

パン氏は言う。 「災害時には9叢論はすへて後回しにして、お互いに助け合うことが必要

なのであるe 」と。

人閾り援翡は動物り援蘭

晟初はわからないかもしれないが、防災計画は準備万端整えること以外にも組繊にとっ

て恩恵を与えることがある。計画立案のプロセスにおいて、シェルターは尊敬を得たり｀

重要な関係を築きながら同じ地域の他のグループと連絡を取り合うだろう。 「災害に僅

えた計画を立案し、災害時に活動することは、世間にアピールするためのよい方法であ

る。」とクレアバウト氏は言う。 「自分たちの活動のいい面を全部見せ、またこの活動に

関してどれだけすぐれた能力があるかを示す絶好の機会である。」

また、 「動物の世話をするために人間の要求をないがしろにする」と言って、動物濱護

者を批判する人がしはしはいるが、災害の処理を適切に行えば、動籾を助けることが人間

を助けることだとみんなにわかってもらえるだろう。 「放し飼い(/)動物や動物の死骸ヽ

そして起こりうるすぺてのことを適切に敗り扱わなければ、勁物は人間に対する脅威と

いう様相を呈し始めるため、動物は重大な問問になりかねない。」とサカチ氏は言うc

さらに団体は、単に動物に手を貸すことによって人間にも手を貸すことになるだろう。

実際、災害が発生した場合には、居住者にとって人間と動物の絆に対する関心がしばしは

公衆衛生の問題に対する関心よりも高いことがわかっている• WIを挙げると、 1983年に

オハイオ州立大学で行った開査では、対象となったペットの飼い主のうち28％の者が核爆
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弾攻望のためペットは置いて避難せよという勧告が出されても、その避難勧告は無視する

と答えている。

動物救助活動を経験した人たちぱ、被災者の生活の中で、ペットがほんのわずかではあ

るが日常性を与えてくれるということを発見した。 「家が全焼しても、少なくともペット

が自分を知っているという事実からペットが役立つ(I)である 0 」 戸,,,卜がょ（面倒を

見てもらっていることを知ればとても安心する。」とマチャド氏は言う。事実人間と動

物の絆の強さを認識すれば災害救援に関する調整の昂も重要なキーとなる。 「緊急管浬

スタッフがしばしば認識する心配事li、家族同様に動物の世話してもらうよう取り[Iらわ

ない限り、お年寄りが被災地域を出るのを極端に嫌がるということである。」とディック

スタイン氏は言う。 「本質的に、勤物ぱこうしたお年寄リの生きがいなのである。」

一般市 ~Iこ対する教育

シェルターは、災害時における対応の仕方をペットの飼い主に毅えることによって「動

物を助けることは、人問を助l1ること」というアプローチをさらに発腰させることができ

る。他域社会全体を敬育することにより、ペットの世話を促進するだけでなく、災害が襲

った後、シェルター施設の中で息絶えてしまう動物の数を滅少させることも可能である。

ピーバン氏は言う。 「自分で自分のペットの世話をするなら、そのことについては私が

後になって心配しなくてもよい。」

マリン動物愛護協会のようにバンフレットやビラを作成して災害時にペットをどのよう

に世話したら良いかについての基本的なアドパイスを数えたり、こうしたガイドラインを

一般市民にも配布しているシェルターも多い。 「防災計画を練っている最中の住宅所有者

協会があったら、その協会と接触して計画の中に被災動物が含まれているかどうかを尋ね

ること」とマチャド氏は言う。 「ごの方法はとても効果的だ。災害が発生した場合にベッ

トをどう世話するかについてのパンフレットを渡すことができるし、その内容を今度は

協会会員に対する防災計画の中に盛り込むだろう。」

ピラを作成する際には、次の情毅を盛り込むよう注意すること。

・避難に関する事前の注意～ペットを避難所で飼うの1ま週常許されないということを知っ

ておく必要がある。最も重要なこととして、人間はペットを捨ててはならず、家族と

一緒に連れていける方法を探すべきであることを明確にすること (15ページ、 「再現J

の中のアドバイスを参照のこと）。

・里親制度の取り決め～ペットの飼い主に、ペットを連れていける安全な場所を事前に探

しておくよう強く要請する。おそらくは町の外の親戚または友達の家であろう。また、
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ペットの名前札には緊急時の霊話番号も記載して置くように指導すること。こうすれ

ば、誰もペットの飼い主に連絡が取れなくても、長距離電話の番号に到達することが

できるたろう。

・仮段シェルター情報～臨時にペットの世話をしてもらう敢り決めが結べなかった飼い主

のために、 1反段シェルターの情報を提供すること 1団体は州にペットのシェルターに

関する計画があるかどうかを調ぺることができ、また仮設シェルターや動物の避難手順

についての情報をi是供するため、災害時に使われるプレスリリースを整えることができ

る）。

「ペットの滞在を認めているホテルのリストを常に携行すること」をディックスタイン

氏はつけ加える。 「その後でペットの飼い主に、ベットを置いていく、という選択肢も

与えることができるのである。」

晨思りケースに眉えて

災害は私たちに、人間や動物の命が瞬時にして失われる可能性のあることを散えてくれ

た。こうした災害について、もし何か肯定的なごとが言えるとしたら、私たちが集まって

困っている人間と動物を共に助け合うという力を引き出してくれたのは、災害そのものだ

ったということであろう。

［イりノイ小l•l ドゥ・ロッシャー平原上空を飛行した。ここの住民が皆集まって決壊した

堤防を修復し、歴史的に有名なこの町を守ろうとしていた。」と、救助活動の際にヘリコ

プターから見た町の様子をHSUS動物保護管理の提携者であるサリー・フェケティ氏はこう

描写している。 「氾濫原全体を砂礫採掘場から採取した砂で覆い．ポランティアたちが

ー所懸命になって土嚢を作って積み上げていた．驚くぺき光景だった。」

動物たちを助けるために人間が必要とする支えとなるのは、こういった形のヒューマン

スピリットである。しかし、その支えを動物の命を助け、苦しみをやわらげてあげるとい

う行為に効果的に導くものは、自分たちの防災計画である。最近行われた防災セミナーで

「動物愛濱囲体が、ローマ・プリータ地震やアンドリュー台風から発生した無滲な壊滅状

態に二度と遭遇しないことを願っている。」とサカチ氏は語った。 「とは言え、最悪の事

態に備えておくことは最悪の事態が発生する可能性を減らす一つの方法である。」
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【写真税9月】

3ベージ

昨年の夏ジョージア州で発生した大洪水の際、岸や家に取り残されたペットの捜索のた

め、水没した町を捜索する動物レスキューチーム。動物の命が早急な対応にかかっている

場合、災害発生前からレスキュー用車両、充分なキャリヤーなどの緊急装偏を整備してお

くことが重要である。

4ページ・左

最近の災害でホームレスになったこの猫は、生きるためには動物保護管理団体に頼るしか

ない多くの災害犠牲者のうちの一匹に過ぎない。

4ページ右

災害の後行方不明になったペットを探す住民は、叢後の望みの綱としてシェルターに向か

うことが多い。

5ページ

地元警察から米国赤十字社まで、他の組織や団体と協力することは、おぞらく災宮に対す

る対応を良好に行うための最も重要な要素であろう。

7ページ

南東部洪水の際、別のチームのメンバーと打ち合わせをするHSUSのマーク・ポーラス氏

（中央）。災害時には、レスキュー活動の能率をアップさせ責任を明確にするために、

チームのメンバー全員と定期的にプリーフィング（問単な打ち合わせ）をすることが重要

である。

8ページ左

どんな災害であってもシェルターの至本的な役割の一つは、この出来事によって追い出

された動物を救援し、保護する中心的な団体として奉仕することである。

8ページ右

HSUSは災害により被害を受けた動物を援助する地元民間グループや自治体を支える計画の

一部として、昨夏の洪水の際に迷子になった動物用に臨時のシェルターをジョージア州

ペーンブリッジに建設した。
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9ページ

ペットが生活の中で中心的な役割を占めているという人は多い。この事実を災害時に痛感

することがしばしばある。

10ページ

どんな動物愛護団体の防災プランであれ、重要な要素は、自分の仲闇であるペットの安全

を守るため、事前に防災プランについてペットの飼い王を教育しておくことである。

[6ページ囲み記事】

（災害辟り野生且物載済）
HSUS調査官エリック・サカチ

各地の動物保護団1木の防災計画で問難となることの多い点は、移動を余儀なくされた

り、傷ついたりした野生動物の救済である。勲物保頂管理機関の多くは、怪我をした烏に

関するものから車にはねられたタヌキの報告にいたるまで｀一年を通じて野生動物に関す

る電話を受け付けている。しかし、自然災害によって引き起こされる野生動物問題の件数

は、多くの施設が自力で対応可能な数をしばしば上回っていることが多いc 野生動物を

自然に帰すためのプログラムをすでに開始している所を含め、すべての施設ば次の災害

が発生した場合の野生動物救済に備えて他の機関や野生動物専門家と連携すべきである。

災害からの野生動物の救済lば、ペットの救済とは異なり、一連の条件が伴う。例えば．

')・ii漁獲・狩猟管理課［ま、一般に被災地域の無傷であることが明らかな野生動物は、すべて

そのまま手を加えずにおくぺきであることを勧めている。その正当な理由として以下のこ

とを挙げている。

・捕獲、監禁によるストレスが、動物の健康に害を及［ますのではないかと思われる。

•動物は、人間や家畜に感染する恐れのある病気を持っているかも知れない。

•野生動物は、家畜の病気に感染し易いかも知れない。

，野生動物は、捕獲されている期間に受ける手当てや世話に慣れすぎて、自然［こ憬されt
後生活力が損なわれる恐れがある，

しかし動物愛護団体は、災害時の野生動物救済にある程度直接的に係わっていくことに

なるだろう。例えば、地域住民が傷ついた野生動物をシェルターに運び込んだ場合、そこ

に動物を自然に帰す独自のブログラムがなければ，認可を受けた大きな野生動物救護施設
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に移送すべきであるし、手のほどこしようのない動物については、人道的に安楽死させる

べきである。また、もし健康な野生動物が運び込まれて来たら、保護された場所にできる

だけ近い場所に放してやるべきである（あるいは地域の；魚狸・狩猟区監視員のアドバイス

を求めるべきである）。本来、 1固々の団体は、通常の業務時に負傷したり、病安になった

野生動物を耶り扱うプランと同時に．非常時に増加が予想される要請に対応する為のプラ

ンの両方を備えていなければならない。

州の野生動物管理官の中には自王的にプロクラムを準備したり、民間の野生勧物を救済

し、自然に戻す有能な団体に対してサービスを行うための認可や了解覚書(OOUs)を与えて

いる場合もある。州漁獲・狩猟管理課に照会してこうした団体の情報や、野生動物移動

の際の協力あるいは災害の際の野性動物問題に関する一般的な助言を求めるべきである。

[7ベージ囲み記事］

（点うンティ了がオ／＼1オ州で動物災害チームを結成）
HSUS五大湖地区事務所長サンディー・ローランド

ポランティアのアル・クラップ氏1ま、動物は好きだがヘピはどうしても苦手だった。

しかし、クヤホガ（オハイオ州）危機管理協会(EMA) と赤十字社クリーフランド支部によ

り認可された資格プログラムを終了した後は、ヘピだけではなく混血のオオカミや、他(/)

珍しい動物の緊急の際の取り扱い方を習得していた。

クラッブ氏は、24名から成る動物愛護グループの一員で、このグループは今年になって

既に 6コースの動物非常救済訓練プログラムを終了している。その訓練には、地図を利用

した地元地域におけるルートの発見韮品や薬品の取り扱いに関する知識災害が人間の

心理に及ぽす影響への理解等が盛り込まれていた。参加者たちは動物を診察したり、苦痛

のサインや怪我を発見することなどの経験を積み、基本的な応急処置の実習まで行なっ

た。ある授業では実際に家蓄を「捕獲」し、家蓬の取り扱いに関する貴重な体験をした。

このグループは、 1992年、多数の猫が住んでいた家が取り壊され、猫に危機的状況がク

リープランドで起こった後に結成された。状況を案じたクリープランド地区の住民スー・

ガンディッチ氏がクヤホガ郡EMAとアメリカ赤十字に対し、こうしたプロクラムを作成

するよう働きかけたのである。ペットショップ経営者、プリーダ＿、動物管理官、個人の

飼い主達がこのプログラムに調印し、現在は公認の動物災害チ＿ムのメンパーとなって

いる。

チームは現在に至るまで、未だ大災害に直面したことはないが、火事に会った家の家族
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やペットに対し、ペットフード、必需品、獣医師の診察、避難所等の慢供を行っている。

しかしチームメンパーは、将来襲うかもしれない大規模な動物災害に備えている。

動物災害チームに関する問い合わせはGccdichatP.0.609205,Clmlaod,0廿 44109

まで。電話番号は (216)661-2292.

［写真説明］

オハイオ州クリーブランド動勃災害チームのボランティ了メンバーは、資格プログラムの

経験習得コースの中で馬の扱い方を学んでいる。

[10ページ囲み記事】

（飼い主［こ災害カードを）

もし貴方の施設が地域の飼い主の防災準備を助ける簡単な方法をお望みならばこの

緊急災害ケアカードをご利用下さい。

縦7インチ、横3インチのポケットサイズのカードは、災害時飼い主が愛するペット

を守るのに十分役立つ情報を捏供します。救護施設受入れ用品ー式に加えたり、災害時に

地域の無料配付を受ける際、非常にお役に立ちます口

カードは以下の割引料金（送料込み）で、 HSUSからお求め下さいs

100枚 7. 7 5ドル

250枚 1 3. 2 5ドル

600枚 1 8. 7 5ドル

•1000 枚 2 9. 5 0ドル

注文は、 「TheHSUS. 21DDLSt., NW, Washiogtoo, DC20D37」宛に小切手か、郵便為

替でお送り下さい。注文には「災害カート (D1sastercard）」と明言已して下さい。飼い主

の為のより詳しい災害対応の説明書は、今月号の裏表紙の内側のリプロデューシプルを

ご覧下さい。
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（有効な翡災言t言1こ薗えるべきごと）

HSUS調査官・エリック・サカチ氏 HSUS災害救助計画コーディネーター・

スティーブ・ディクスタイン氏及びその他の機関個人の資料に基づき絹集

団体の防災計画をブレーンストーミングする際想定される災害の状，兄（被害の地理的

な広がり、影響を受ける人間の数、災害の持続期間）、そして捏供する必要があると思わ

れるサービス、確保可能な緊急要員数運携すべき閉係筋、必要な設備などを予澗してみ

ること。シェルターは、独自の記録方法による災害用ファイルを保管し、 しかもシェルタ

ーそのものに何か起こった場合に備えてシェルターから離れた複数の土地にファイルのコ

ピーを保管しておかなけれはならない。少なくとも年一回の割りでスタッフ、ボランティ

アに対して、その計画と災害時の各人の役割りに関する指示説明が行われるぺきである。

以下の防災計画は、完璧なものではないが、貴方の施設が災害時に安心して頼れる計画

を作る際に出発点として役立つであろう。

団体に成められる動翡へりサーピ又

計画には．シェルターが種々の緊急時に提供を要請されるあらゆるサービスについての

条項を含んでいなければならない。サービスを捏供する地域（都市、地理的境界などを含

む。）を書き出すことから始めること。次に自然災害（大火、洪水、地震ハリケーン、

竜巻及びその他の自然災害）及び人災（愚動、化学的流出、建物火災等を含む。）に対処

する手順に進むこと。動物愛護管理機関が提供する長も共通したサービスには以下のもの

がある。

•動物救助活勤を組総すること

・勧物の保護（猫から牛に至るまで1

・動絃の収容（施設内又は避難所）

・避難した動物の援護

•動物の治療

・孤立した地域への飼料の配達（車両船、飛行機、ヘリコプター、雷上車などによる）

・情報、照会の提供（備えるべき品目の中に災害への備えに関する出版物、飼い主向けの

防災毅育冊子と情報冊子、ペットを受け入れるホテルその他の旅行宿泊施設の住所録を

含めること）
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緊色 1寺り人員屈置で考稟すべき事項

計画にはスタッフとポランティアの完全なリストと、災害時にスタッフが従う事ぺき手

順を組み込まなければならない。リストには以下のものが含まれる。

・団体の全職員名と自宅の逗話番号。所長を指揮官としてリストのトップに挙げ、その下

に全職員が続く。

・災害時に喜んで協力してくれる訓練を積んだポランティアの電話番号

•特殊な訓練や専門知識を有する人員の表記（例えば、野生動物、家薔、珍しい動物の取

り扱いに慣れている者や、外国語が話せる者｀動物の健毎について資格のある専門家で

安楽死や長期間の精神安定処置を施すことが認められている者等）

・緊急時のスタッフのスケジュールとそれに伴う手順（例えば、災害時にスタッフが手順

どおり報告を入れたリ、電話を入れたりするか、あるいはスタッフの連絡観が形成され

るかなと）

•もしあるとすれば（非営利組織）幹部の役割

・スタッフ、ポランティアの特別任務（他のチームなどに対するものI

ネットワークり点で考慮すへき事項

計画には他の組織や機閉との協力協定が盛り込まれるべきである。こうした協定は、災

害が起こる前に結ばれなければならない．また、担当が変わって意志疎通が損なわれるこ

とがないよう、定期的に連絡をとって確認を怠らないようにすべきである。防災計画ファ

イルには以下のものが含まれるぺきである。

・地域及び近隣管軽区域の政府機関、非営利緊急援助機関のすへての連絡先名と電話番号

・州及び国立動物保護組織すべての連絡先名と電話番号（廿SUSへの運絡は、貴方の地区の

HSUS事務所かHSUS災害数助計画コーディネーターのスティープ・ディクスタイン：醤話

202/452-1100まで1

・州（隣接州も含む）の全ての救護所のリスト

・獣医師の住所と竃話番号リスト

•他の機関や個人との書面による協定

また動物救済機関l1、前もって以下の団体や機関と連絡を取るか、協定を結んでおくご

とを考えるべきである。
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・アメリカ赤十字支部

・救世軍

・警察関係機関

•国家警偉隊

・消防署

・救急車サービス

・マスコミ

・ハム無線家

• 9魚獲・狩猟管理課

・家畜組合／農業局

・馬組合

・ケンネルタラブと宿泊型ケンネル

・厩舎

・定期市広湯ロディオ場

•動物圏、野生動物公園

桐器と眉品

計画には、様々な緊急事態の際に必要な機器と備品のリストを加えなければならない。

以下の品目を揃え、災害時や似たような状況の時に他の機関や個人の手に渡ってしまわな

いよう確保しておくぺきである。

〈通信機器と設偏〉

・移動無練

・携帯ラジオ（受信機）

・移動電話

・必要な曇の新しい躍池

・茎地備品

〈動物を管理する為の車両〉

・施設に割り当てられた車、 トラック、 トレーラーをすべて一覧表にする（四輪駆動、

無線装備、パンパーに取り付けるパワーウインチ装備、動物楠送用の仕切り、ライト

バー｀スポットライトなどの有無を明記すること）
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〈勤物を管理する為の車両〉

・施設に割り当てられた車、 トラッグ トレーラーをすべて一覧表にする（四輪駆動、

無線装備バンパーに取り付けるパワーウインチ装備、動物輸送用の仕切り、ライト

バー、スポットライトなどの有無を明記すること）

〈動物のオリの収容能力）

全スタッフ、ボランティアは、緊急時に、施設に収容できる動物の数と種魏を、把握し

ていなければならない。以下の事項を確認した上で収容呈を決定すべきである。

・大舎と大用の囲いの数

・大猫用のオ＇）の数

•独立大舎、オリの数

・隔離犬舎、オリの数

・小動物用のオリまたは囲いの数

・犬猫用の携帯かごまたは容器の数

・自動施錠の夜間預かり箱の数

・犬猫生1寸liiiり用の罠の数

・馬及ぴ家薔用の設備または囲いの収容能力

．席及び家畜の移動用オリの収容能力

【IIペイジ写真説明】

災害時には、混乱状態となり、必需品の十分な確保は困難となろう。そこで、今のうちか

ら他の槻関と協力して、団体への品物の調達を図り、備蓄を心がけておけば，明日にもお

そってくるかもしれない災害に対しても、心程い備えとなるだろう。

(12ペイジ囲み記事］

（災害舟品，各種災害月チェックリスト）

通常使用する機器、備品に加え、以下の品目を準備することを勧める。リストの品目の

横の文字は、その保管場所として望ましい場所を示している。すなわ通常のシェルターを

IS)、動籾管理用車両を IV)、避難所を IT)、各種災害用キット（緊急時に役立つ様々な機器類
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の収納庫）を (MK)で示すc

・業務用救急箱(S)(V)(T}(>K}

・消火器 (S}(V)

・エアフィルターマスク／バンダナ (S)(V)(MK)

•安全帽 (MKI

・スタッフ／ボランティア／緊急避難場所のリスト (S}

・携帯無紐機 (S)(V}(T)("')

・地図帳 (S)(V}IMK)

・道路灯 (V)(MK}

・祇挟み (S)(V)(T)(MK)

・毛布 (MK)

・捕獲棒捕獲綱 (S}(V}(T)(MK)

・屋外用麻酔機器 ISi

・馬／家畜用トジーラー (SI

・馬用目隠し (S)(MK)

・アンダーソン熙吊 1J帯（又は同種の馬家畜吊り綱）及び腹帯 (S)(MK)

・端絹及び引綱 (S)(MKI

・中をlプ帝9(SI IMKI 

，商単な修理用の標準了具セット（金槌、チャネルロックペンチ、クレセントレンチ、 ド

ライパーセット、電気テープ，釘セット、留め具等） (S)(1)(MK)

•36インチ枠付きのこぎり (MK)

・弓裾 (S)(VK)

・ポルトカッター (S)(V)(MK)

・シャペル (S}(V)(MK)

．斧 (S)(MK)

・フェンスペンチ (MK)

・手動ティーポストド 9イバー (MK)

・ティーボスト (2タース） (MK)

・スムースワイヤー (IIゲージのもの300フィート）又は縄付き好視界テンプフェンス

(1，IKI 

・強力なハサミ (S)(T)(MKI

•金てこ (S)(V)(MK)

・「スリムジム」 （ロックされた車を開ける道具) (MK) 

・折りたたみナイフ (MK)

・ナイロンロープ (S)(V)(T)(MK)
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・防水シート (S)(T)

・巻き上げ機 (S)(V)

・電池入り懐中電灯(S)(T)(V)(MK)

・電池付き水上灯 (S)(UK)

・ラジオと予備の電池(S)(T)

・ろうそ＜ ／マッチ (SI(TI 

•動物に必要なあらゆる情報とその複数のコピー（地域内の施殺向けには同一のフォーム

が望ましい） （S)(V)(T)(,K) 

・ポールベン（予備用I, マーカー (S)(V)(T)(iK)

•IDパンド、名札、首輪 (Sl(T)(MK)

・ナイロン弓情9/ACO引構 (S)(T)('°')

・動物用担架(S)(VI

・携帯用ペットキャリヤー／タンボール製キャリヤー (S)(T)

・予備の携帯用ケージ (S)(T)

・ゴム長靴(S)(V)(T)(MK)

・コム手袋 (S)(V)(T)(MKI

・革製（又は合成）保護手袋 罠手袋 ISl(Vl(T)(UKI

•水不要のハントクリーナー、使い捨てハンドタオル、ペーパータオル (S)(V)(Tl(MKI

•新聞紙 (S)(TI

・蓋つきゴミ容器 (S)(TI

・折リたたみ簡易ヘッド及び寝具類(S)(T)

・様々な緊急時に、飼い主にアドバイスする為の単純な記入式新聞記事(SI

・オフィスの間員用の非常用飲料水／缶詰／調理道具ISi

・携帯用発電機／非常用照明（及び燃料、電池I(Sl(T) 

・携帯食器(MKI

•水樽 (S)

・プラスチック冷蔵痩、 10ガロン貯水容器 I.SI

・モーター、オール、救命胴菩を備えた簡易ボート（彬張式又はアルミ製I(MK) 

・吸収剤（ネコ用寝わら等） （S)(T) 

・寝わら箱 (S)(T)

・重症の動物を安楽死させるための多星の催眠剤ペントパルピタールと注射牲／針セット

(SI 

・医療廃棄物と正し（表示した容器(S)(V)(T)

・死体用ポリ袋(S)(V)(T)
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（災害1寺［こおける信物保護員り為釘腱爾保全ガイドうイン）
HSUS防災計画コンサルタント・獣医師ポピー・ママト

災害地域で1動く際、動物保護管浬機関のスタッフやポランティアは、災害に伴って起こ

る健康上の危険から身を守る手段を講しなけれはならない。こうした危険性の存在は化字

的流出、毒物温れの例を見れば明白であろう。あるいは、気候や衛生水準の変化によって

生じる種々の寄生虫の数の増加の方が一層潜行的で危険かもしれない。

多数の効果的ワクチンや韮が市販されており、我々のほとんどは、小学校に入る前にそ

のうちの幾つかを幼児期の一連の義務接種として受けることを求められている。では、災

の作業に備えてこの内のどのワクチンやその他の予防措置を各人は受ければよいのだろう

か。幼児期の義務接種は別として、アメリカ合衆国において災害時に動物を守る仕事をす

る人々にとってとりわけ重要な予防措置は、狂犬病の予防接種破傷風のワクチンを受

けることである。次の段階として個人の衛生に関する勧告も紐しく守られなけれはならな

い。その他にも、それほど重要ではないが、幾つかの対策が捲示されている。

以下に述ぺる注意事項は最も基本的な予防対策として意図されたものである。ガイドラ

インは｀主として連邦防疫センター (CDC)の情報に基づき、アメリカ合衆国内での活動の

みに関するものである。海外に出向く場合は、かかりつけの内科医かCDCに事前に相駿し

なければならない。いすれにしろ、災害救助隊ポランティアが心得ておくべきことは、

ワクチンや投薬ぱ万能ではなく、常識と個人il)衛生観念の代用品にはならないということ

である。

予杭接 ili

（幼児期のワクチン〉

現地でi動く人ば、全員以下の幼児其月の義務接種及び必要な追加接種を済ませていると

いう証明をしなければならない。

・ジフテリ了

・破傷風／百E咳

・はしか

•おたふくカゼ

・ 風疹

・小児マヒ

・インフルエンザ
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（破傷風）

初回接種として（一般に幼児期に行われる） 3ドースのトキソイドが投薬される。 1固

目の接種後、 4~8週間後に 2回目の、 6~12カ月後に3国目の接種が行われる。追加

接種は10年毎に行われなければならない。個々の傷は、洗浄及び抗毒素が必要かどうかを

判断する為にできるだけ早く内科医の診断を受ける必要がある。刺し傷は晟も破傷風に

感染し易い，

1狂犬病予防〉

動物保僭に係わる人は、狂犬病予防注射を受ける必要がある。これは3回の連統接種に

始まる。使用されるワクチンの種類盈により、皮下又は筋肉内に注射する。 1回目の接

種後、 7日後に 2目 14日又は21日後に 3回且の接種が行われる。

血清抗体価を調べる為に 1年おきに血液を採取することが必要である。もし血清杭1本価

が 1: 5未満であれば追加接種が必要である。杭体価検査をしないで追加接種を行う方法

もある。実際には、幾つかの州公衆衛生局は、 1年おきの追加接種を勧めている。

〈狂犬病との接触〉

予防注射を受けていない犬や猫、家蓄が狂犬病ウィルスに感染する可能性もあるが、

北アメリカではタヌキ、スカンク、コウモリ、キツネ、ココ デ等が主たる媒介動物であ

る。狂犬病ウィルスとの接触は、噛み傷掻き傷 1察り傷、開いた傷口又は唾液その他の

感染物質により汚染された粘膜などで起きる可能性がある。

・非接種者の接触

狂大病ウィルスに接触した疑いのある者は、即座に全ての傷口を石鹸と水で徹底的に洗

浄し、接触後24時間以内に治療を受けなければならない。 1/2ドース以内の狂犬病

インミュノグロブリンを傷口の回りに注射し、残リのドースをお尻に筋肉注射する。

さらに 1ドースの狂犬病ワクチンを 5回注射（腕に筋肉注身寸）する◇

・ワクチン接種者の接触

全ての傷口を石蘭食と水で徹底的に洗浄する。狂犬病ワクチン（非インミュノグロブリ

ン1(})みを 1ドース注射し、さらに3日後に 1ドース注射する。

〈予想されるその他の予防接種〉

• A型肝炎

この病気は、人と人との接触、汚染された水や氷、貝類、生の果物や野菜、完全に火(/)

通っていない食物、汚染した調理器具等を介して感染する。この病気は、発展途上国で

は至る所で見られるが、アメリカ合衆国ではそれほど広まってはいない。しかし、災害

時では衛生に問頼が起こる為、流行する恐れがある。そこで食物に触る前には徹底的に
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手を洗ったり、汚染の可能性がある水は沸騰させる等の一定の予防措置が重要である。

このウィルスは、沸騰した液体，摂氏85度で 1分問調理された食物、塩素消毒した水な

どの中ては死滅する。予防法（ウィルス感染の防止）としては、インミュノクロプ＇)ン

Gを使用し、長期間旅行したりウィルスと接触する場合等では 5ヵ月毎に一回接種し

な11ればならない（ワクチンは開発されているが、 i忍可されていない。）。

，ペスト

野生げっ歯類のペストがアメリカ合衆国の西から1/3の地域、特に南西部で見られる。

野生の1ずっ歯類はこの病気の宿主であり、また彼らについているノミも同様である。犬

や猫等その他の哺乳類が人間への感染ルートとなるのである，肉体的接触、皮膚の擦り

傷噛み傷は全て病気を発生させる可能性がある。ペストの人ワクチンの有効性はまだ

照合実験では証明されていない。菌との接触期間には抗生物質療去として 500mgのテト

ラサイクリンを 1日4[II]服用することが有効である。

そり他り予餅ガイドうイ＇）

〈水の浄化）

多くの災害時は衛生状態が悪化する為、救助隊は、自分達が飲料その他の目的に使う

水原を心1号ておかなければならない。ビン入りの水が手に入る時はいつでもそれを利用す

る。飲料水以外の水で氷や｀その氷の入った飲み物を作ってはならない。歯磨きや果物、

野菜を洗う時は浄化された水を使わなければならない。

沸騰は｀叢も信頼できる水の浄化法である。水を強烈に沸騰させた後、室温まで冷ま

す。塩素錠剤等の9争化錠斉1)は、消毒剤として利用できるが、水の,H、温度、有機成分等に

より殺菌力は大幅に変化する。

ョードは塩素よりも信頼てきる消毒薬である。ヨードチンキ (2%）を使用しすること。

澄んだ水なら 1クォーター又は 1りットルに 5滴、あるいはわずかに臭ったリ、濁った水

なら 1クォーター又は 1リットルに10滴加えること。

〈食科〉

下水設備や衛生状況が悪化している地域では、魚、貝類＼肉、或いは生の果物、野菜

1むくことのできる皮がついているもの以外）を食べてはいけない。

〈個人の衛生〉

以下の 2点すなわち、排泄物が多くの寄生虫病、腸疾患の主たる経口感染源となって
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いる点、そして災害時には往々にして水源が限られる為（一方では洪水時には水が氾濫す

る為）、救助隊が排9世物に触れる確率がしばしば高くなる点を忘れてはならない。したが

って救助隊は食べたり`ロに何か物を入れる前には徹底して手や爪を洗わなければなら

ない。

（衣服）

厚い長くつ、長袖シャツ、長ズホンは、虫やヘビに噛まれる危険性を少なくするであろ

う。マスクは遺体から発生する臭気を吸い込むのを防止する。防水性の装備や長ぐつ及ひ

不燃性の装備もまた推奨できる。

〈薬物その他の製品）

予備の処方薬ピタミン、酔い止め、眼鏡コンタクトレンズ、下痢止めを持参するこ

と また温かく、湿度の高い状態のなかでは、虫除けがあると大変助かる。さらに日焼［ナ

止め、ハンドローション、消毒石註 マウスウォッシャーは病気の感染から身を守る1動き

をする。

〈個人の医療記録〉

臓器襟供者であるかどうか、血液型薬物アレルギーその他の医療清報、また景近受け

た予防接種の内容を記した個人 IDを持参すること。

［写真説明1

13ペーージ

被災地には1建凍への潜在的な危険がひそんでいる。汚染された洪水はその主たるものであ

る。危険を最小限にとどめる為には、適切な予防注射から防護服に至るまで、必要な予防

措置を講じなければならない。

14ページ

動物の死骸その他被災地に共通した状況ば健索衛生上の細心の予防i；面が重要であるこ

とを印象付ける。
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［転載用】

ごのメッセージは、多くの地域で配付する為にここからはずし、地域の印刷所で多星に

複写できるし、地方新闇や貴方の組織のニュースレターに折り込むこともできる。

災詈が起こったら＼ペットを守ろう I

家族の避難計画を準偏しておlすば皆安心である。大規模な自然災害であれ、一時的に家

から避難する程度の緊急車態であれ、災害の際にはそれが家族を守る最良の方法である。

ペットを防災計画に含めることは絶対必要である！ このページを見易く、手近な所に張

り、家族全員が必ず計画を頭に入れておくようにすること。犬や猫の最新の身元証明を

常に身に付けさせる。首輪がきちんと合っているか確かめること（鎖付きの犬の首輪は

避け、猫には離脱式の首輪を）。ペットの居場所が分からなくなった時の為に、友人や家

族の電話番号を IDタッグに記入しておくことば良い考えである。緊急用の備品にペッ

トのはっきりした特徴を示すような最近のカラー写真を入れておくこと。もしペットと

離れ離れになったら、これらの写真が彼／彼女を見つける手助けになるであろう。

もし災害が今にも起こリそうになったら、ペットを即座に家の中に入れること。できる

だけ早く引き綱に繋ぐか、キャリアーに入れ、監視下に置くこと。

災害ば不在の時に突然襲うこともしばしばある。出かける時、ペットを屋内に入れ、

首輪と IDタッグを付けておけば、ペットの安全度を高めることができる。不在の時に、

喜んでベットを避難させてくれるような隣人と打合せしておくことも考えなさい。その人

が貴方のペットを知っており、非常用品の場所を知っているか，そして貴方の家の鍵を持

っているかを確認しなさい。彼又は彼女に指示と電話番号を渡しておきなさいc

（避難する時はペットを運れて行くこと）

ペットを守る最良の方法は、 自分のそばに置くことだ。しかしペットを連れて行くには

特別な計画が必要となるので、以下の手順に従うごと。

・災害に襲われる前に、ペットの安全な落ちつき場所の確認をする。避難所では一般にペ

ットを受け入れてくれない。
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・すぐ近くか、家から適切な距離にあるホテル、モーテルに霞話をしてペットを受け入れ

るかどうか、それにはどんな条件があるのか、ペットの大きさや数に制限はあるのかど

うかを聞くこと。

・地域の宿泊型ケンネルか 宿泊設備を持つ獣医師に孟話をかけて｀緊急時ないしば災害

時に収容できるペットの数を間くこと。

・友人、家族にペソトの里親になってくれるかどうかを聞くこと。

［注：シェルターの中には、災害時に個人のペットを預かり、世話をする所もあるが、

あ（までも最後の手段であると考えること。 l 

（ペットの為の防災用品）

・携帯用キャリヤー（ペットには必須）

・エサ水用のポール

・ペットのエサとプラスチックホトル入りの水の備蓄

・猫の敷きわらと敷きわら箱

・晋段99んでいる楽の1繭羞

・救急箱

・予防注射記録などを含む1l!原記録

・ペットのエサやりのスケジュール、食事、薬及び特別な要望に関する指示

・引き綱

（ペットを置いて出かけなければならない時）

ペットを一人ぽっちにして出かけると、ペットが怪我をした以死んだりする危険性が

より高くなるので、できるだけペットを連れて出かけるようあらゆる努力をすること。

もしやむを得ず置いて行かなければならない場合、とるべき事前対策は次のようなもので

ある。

・バス）レームのように窓が無く、換気設備のある、安全で安定した部屋に行けるようにし

ておくこと。少なくとも 3曰問分の十分な食物を置いておくこと（かかりつけの獣医師

にペットに最も適したものを前もって聞いておくこと）。十分に水を与えることは、非

常に重要である。ストレスがかかると、 1匹が 1日で薮ガロンも水を飲むこともあり得

るので、閉単にひっ（リ返らないような容器に水をいれ、パスタブや流しの排水口を明

けたままにして、蛇口から水がしたたり藩ちるようにしておくこと。もし洪水の恐れが
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ある時は、高い位置や、カウンターに登れるようにしておくこと。慣れ親しんだ寝具と

おもちゃを置いておくこと。

，犬と猫を固じ所にとじごめないこと。小動物や島は安全なカゴに入れること。

・ペットが適切な身元言正明を身に付けているかを確認すること（首輪とタッグ）。

・玄関の戸に、中にどんな動物が、どこにいるか、を示した注意書きをし、獣医師の名前

と電話番号に加え、 自分の連絡先の電話番号も記すことe

・もし貴方が鳥を飼っていたら、エサの星をコント 0ールし、予備の水を補給するディス

ペンサーの中にエサを入れること。烏は，生きる為には毎日エサを食べなければなら

ない。島籠が揺れたり、落ちたりしないよう固定させておくこと。安全の為又は光をさ

えぎる為に薄い布か紐で籍をおおうこと。

決して、外に犬を繋いだままにしておかないこと！

HSUS  （ここに貴方の機関の名称と所在地、霞話番号を入れる）
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